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1 R5.3.14 乙部　繁作 男 70 応募 農業

・S46.3東洋大学付属南部高校卒
・S55.4東北町青年協議会長
・H6.4寒水小中学校PTA会長
・H7.4東北町子供会連合会会長
・H13.4～15.3東北中PTA会長
・H13.4～15.3東北町連合PTA会長
・H17.4～19.3JAとうほく天間野菜振興会長
・H17.4～26.3寒水分館長
・H23.4～25.3JAゆうき青森東北地区センター
長
・H23.7～東北町農業委員
・H29.7～東北町農業委員会長

長いも　3.5ha
ごぼう　1.0ha
大根　5.0ha
緑肥　1.5a

○
　地域農業、農業者の代表として、
農地対策・担い手対策など地域農
業のために頑張ります。

2 R5.3.17 蛯　名　勲 男 71 応募 農業

・S45.3三本木農業高等学校卒業
・S45.4先進地農業研修生として茨城県で研修
・S46.4自家農業従事
・S49.7～55.6十和田地方酪農農協監事
・H11.7～現在　東北町農業委員
・H26.6～現在　七戸畜産農協理事

水稲　8.0ha
肉用牛(繁殖牛) 12
頭

〇

農業委員としての役割等認識の
上で、町農業振興の為、永続可能
な農業経営確立の為、食農教育の
充実の為活動していきたい。

3 R5.3.20 鶴ヶ崎　勝也 男 43 応募 農業

・H12.3 東北文化学園専門学校卒業
・H12.4（株）青建設計入社
・H15.7（株）青建設計退社
・H15.8漁業・農業従事
・H29.11鶴ヶ崎農産（株）設立 代表取締役と
して現在に至る

水稲　78.0ha
タマネギ　2.4ha

〇
地域の担い手として、東北町に貢

献したい。

4 R5.3.24 沼尾　京子 女 62
個人
推薦

農業

・S54.3三本木農業高等学校卒業
・S54.4上北町農業協同組合入社
・Ｓ61.4農業従事
・Ｈ23.7～現農業委員

水稲　2.2ha
長いも 1.0hａ
ごぼう 2.4ha
トマト　240坪

中野　一男
市川　喜悦
小笠原　廣子

農業　（男）
農業　（男）
農業　（女）

これまで長年にわたり女性農業委
員に従事し、女性の目から見た地
域農業に貢献した。

東北町農業委員候補者　推薦及び応募状況一覧

受
付
番
号

推薦者（推薦を受ける者）・応募者 推薦者（推薦した者）



受　付
年月日

氏　　名 性別 年齢 区分 職業 経　　歴 農業経営の状況

認
定
農
業
者

団体：名称及び代
表者氏名
個人：氏名

団体：構成員の数、構
成員たる資格
個人：職業及び性別

推薦の理由
（応募の理由）

受
付
番
号

推薦者（推薦を受ける者）・応募者 推薦者（推薦した者）

5 R5.3.28 甲地　武彦 男 67 応募 農業

・Ｓ46.3東北町立水喰中学校卒業
・青森県農業経営士
・東北町認定農業者連絡協議会会長
・東北町中国実習生連絡協議会会長
・Ｈ17.7～現農業委員

長いも　8.0ha
ごぼう　7.0ha
ニンニク　2.5ha
ながいも種子　1.0ha
にんにく種子　0.5ha
キャベツ　3.5ha

〇

これまでの東北町認定農業者連
絡協議会会長並びに農業委員等
の経験を活かし、更なる東北町農
業行政の発展の推進に寄与した
い。

6 R5.3.28 小野寺　正八 男 69
個人
推薦

酪農

・H2.9日本大学通信教育部商業学科卒業
・S50.4関東自動車工業㈱入社
・S56.9同社退社
・Ｓ56.9農業従事
・S57.4光星学院高等学校勤務
・H19.3同校退職
・現農業委員

和牛　25頭 ○
鳥谷部　義明
浜谷　志郎
向井　均

酪農　（男）
酪農　（男）
酪農　（男）

近隣の耕作放棄地を耕作したり、
また、ゆうき青森・共済組合におい
て総代の職務を全うし組合活動を
通じて地域農業の発展に貢献して
いる。

7 R5.3.31 蛯名　修二 男 68 応募 無職

・S53.3相模工業大学工学部数理工学科卒業
・S53.5（有）三本木ブロック工業入社
・S53.12同社退社
・S54.4～H27.3五戸町（旧倉石村）職員
・H27.4～H28.3五戸町再任用職員
・H30.7～8㈱おがわら湖臨時職員
・R2.7～現在　東北町農業委員

農業は実家の手伝い程度の経験
しかございませんが、「農業委員会
の所掌に属する事項に関し利害関
係を有しない者（抜粋）」に該当する
かと思い、中立の立場として町の農
業行政に少しでも貢献したいので
応募しました。

8 R5.4.3 竹内　勝子 女 69 応募 農業

・S43.3六ヶ所村立室ノ久保中学校卒業
・S63～H3青森県女性協議会若妻会会長
・H8.4青森県Vｉｃウーマン認定
・H21～22かみきたVｉｃウーマン会長
・H25～26かみきたVｉｃウーマン会長
・H16～26道の駅おがわら湖産直友の会理事
・H24～25東北町指導農業士会会長
・H26～27東北町農業振興会会長
・H29～30青森県女性協議会会長
・Ｈ29.7～現農業委員

水稲　1.1ha
長いも　1.5ha
ごぼう　2.5ha
露地野菜　0.2ha

農地を守り担い手育成に努力して
いきたいと思っています。
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9 R5.4.4 蛯沢　清子 女 68 応募 農業

・S49.2岡崎短期大学幼児教育科卒業
・H17.2青森県Vｉｃウーマン認定
・H18.4小川原湖191里づくり協議会委員
・H20.4道の駅おがわら湖理事
・H23.4かみきたVｉｃウーマン理事
・H24.4指導農業士会会長他
・H27.1 ＪＡゆうき青森女性部長
・Ｈ29.7～現農業委員
・Ｈ29.12～現東北町総合開発審議会委員

水稲　3.5ha
長いも　2.5ha
じゃがいも　1.8ha
ごぼう　2.0ha
その他　0.5ha

地域農業の振興を図る為担い手
への利用集積に努めたい。また、こ
れまでの経験を生かし農家支援事
業や制度を伝えていきたい。

10 R5.4.4 藤　井　久 男 72 応募 無職

・S44.3野辺地高等学校卒業
・S44.4日本郵政就職
・H26.3同社退職
・R2.7～農地利用最適化推進委員

農地利用最適化推進委員として
活動する中で、自身の意見が主張
できる立場になるためには農業委
員になる必要。

11 R5.4.5 甲地　俊隆 男 62 応募 農業

・S55.3青森県営農大学校卒業
・現土場川土地改良区代議員
・元ゆうき青森野菜振興会監事
・現農業委員

水稲　12ha
長いも　3.0ha
ごぼう　2.5ha
じゃがいも　0.3ha
にんじん　0.6ha
にんにく　1.0ha

○ ｃ
これまでの農業経験を活用して農

地行政に貢献したい。

12 R5.4.5 浅井　弘志 男 70 応募 農業

・S46.3野辺地高等学校卒業
・S46.3～48.2（株）神戸製鋼所勤務
・S50～52東北町青年農業経営者会議役員
・S57.5～62.3東北町森林組合勤務
・H1.8～19.7三井住友海上火災保険代理店開
業
・H9.5～25.3岡山起業勤務
・H25.8～30.5桜井組勤務
・H30.6～東管工業勤務（農業部門）
H25.6～東北町森林組合理事（現職）

水稲　3.0ha

若い時から、行政と関わりを持っ
て活動してきました。

古希を迎え、特に農業が好きなだ
けに、本町農業においても全国的
高齢化や、担い手不足、遊休地解
消ならびに新規就農支援等々、本
町農地利用推進に所有者目線で
自発的に課題に取り組み最後の奉
公との思いから応募しました。
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13 R5.4.7 沼尾　幸一 男 70 応募 農業
・八戸電波工業高等学校卒業
・元下砂土路土地改良区理事（8年）
・H23～ 現農業委員

トマト 0.15ha
にんにく 0.4ha
ネギ .1ha

○
人口減少地域における農地のあり

方に取り組んでいきたい。

14 R5.4.7 久保田　正一 男 59 応募 農業
・S59.3青森県営農大学校卒業
・H15～H22野辺地町農協理事
・H22～H29ゆうき青森理事

長いも　3.0ha
こかぶ　7.0ha

○
地域農業の発展に貢献して行きた

い。

15 R5.4.7 中野　一男 男 78 応募 農業

・S32.3県立三本木農業高等学校卒業
・H8.7～H17.7上北町農業委員
・H17.7～H29.7東北町農業委員
・H23.3～H29.7東北町農業委員会会長

水稲 1.4ha
大根 0.1ha
ネギ 0.5ha
トマト 0.2ha
アスパラガス
0.12ha

○

これまで学んだことを生かし農地
基盤整備事業など積極的に取組
み、将来の担い手農家に農業の魅
力を伝授したい。


